
個々の問題の出題の意図及びその正答率

社会 中学校 第１学年
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1 1
緯線や経線について，地図上だけでなく地球儀を活用してとらえることで，極に近
いほど経線の間かくがせまくなることを考え，判断することができる。

○ 16.4

2 2
１５度で１時間の時差ができる基本的な仕組みを活用し，明石市とニューヨークの
時差を計算し求めることができる。

○ 50.0

3 3
正距方位図法を活用して，地図の中心に位置している東京から最も近くに位置する
都市を読み取ることができる。

○ 76.8

1 4 岐阜県の工業についての特色を，グラフをもとに読み取り，考えることができる。 ○ 41.1

2 5 調査した数値を地図に表すことで，地域の特色を表現することができる。 ○ 70.0
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2 調査した数値を地図に表すことで，地域の特色を表現することができる。 ○ 70.0

1 6 八方位を用いて，ある地点から見た別の地点の方位を正しく理解している。 ○ 75.4

2 7 地図記号を読み取り，土地の利用状況を正しく理解している。 ○ 56.8

3 8
縮尺の意味を理解し，地形図上のある地点からある地点までの直線距離から実際の
距離を地形図のスケールや定規などを用いて求めることができる。

○ 67.7

4 9 等高線のきまりを活用して，ある地点の高さを求めることができる。 ○ 85.1

1 10 与えられた情報を手がかりとして，略地図に書き表すことができる。 ○ 37.3

1 11 年表を読み取る基本事項として，時代区分について理解している。 ○ 67.4

2 12
各時代の主な出来事や資料から，時代の特色をつかみ，時代の流れについて考え，
判断することができる。

○ 65.4

3 13 「世紀」について，正しく理解している。 ○ 36.6

4 14
時代の主な政策の中から，平安時代に藤原氏が実権をにぎるようになった理由につ
いて考え，判断することができる。

○ 82.2

5 15
時代の特色を示すことがらから，資料（分国法）について，その内容を読み取るこ
とができる。

○ 65.3
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とができる。

6 16
奈良時代の特色を資料から読み取り，時代に関わった人々の生活の様子について考
え，判断することができる。

○ 46.5

7 17
モンゴル軍が襲来した博多について，地図上でその位置を正しく示すことができ
る。

○ 65.7

1 18 各時代の様子を示す代表的な文化財を理解している。 ○ 79.8

2 19
桃山文化を代表する人物として，質素なわび茶の作法を完成させた千利休を理解し
ている。

○ 76.9

1 20
日明貿易の様子について，二つの資料から問題点と解決策を読み取り，二つの資料
をかかわらせながら，適切に説明することができる。

○ 58.6
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